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【研究プロジェクト名および概要】 
 

Ⅰ. 骨格筋幹細胞を標的にした筋再生治療開発   
骨格筋は，激しい運動や打撲等によって損傷しても速やかに再生されます。この再生には，骨格筋の組織

幹細胞であるサテライト細胞が欠かせません。当分野は，サテライト細胞の強力な筋再構築能に着目し，

筋ジストロフィーなどの難治性疾患や加齢性筋脆弱症 (サルコペニア) に対する再生治療開発に取り組ん

でいます (Cell Reports 2015; Stem Cells 2018; Stem Cell Reports 2020; Science Advances 2021; J Cell Sci 2024)。  
 

Ⅱ. 骨格筋の肥大，萎縮，代謝，老化，疾患の分子基盤  
骨格筋はレジスタンストレーニング等で負荷をかけると肥大し，逆にギプス固定やベッドレスト等で刺激

が入らないと萎縮する可塑性に富んだ組織です。当分野では，骨格筋の可塑性を生み出す分子機構と加

齢・疾患によるその破綻のメカニズムを解明し，筋脆弱症に対する予防治療法の創出を目指します 
(FASEB J 2016; FASEB J 2018; Stem Cell Reports 2020; Nature Metabolism 2022)。 
 
Ⅲ. 筋疾患の病態解明と治療基盤の創出 
顔面肩甲上腕型筋ジストロフィー (FSHD) 患者の骨格筋では，本来認められない細胞毒性をもつ DUX4
という転写因子が骨格筋に異所性に発現することで筋脆弱化を誘導すると考えられています。しかし，

DUX4がどのように細胞毒性を発揮し，疾患発症につながるのかは明らかになっていません。当分野では，

FSHD モデルマウスを用いてその病態解明と治療基盤の確立を目指します。 
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